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                  第 皿 部
   イタリアの都市における教会前広場の実態と歴史的・地理的変容に関する分析
   と考察
4章中部イタリア丘上都市の住居と広場
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                   11）でなく、コミュニティそのものとなす要素 」であると定義され、コミュニティの中心にぞ

























































































  2－1－1 広場の原理
 広場とは、一般に、r集会・市場・美観・交通などのために設けられる公共的な空地。公



































































    ⑪＿れており、信頼関係のない両者問に財移転が起こりうることを知るが、情報の交換ではそれ
が成立しないと考えられる。そこで、この種の恒常的な信頼感が存在しない場合、情報交換に
先立って緊張を和らげる仕組みが求められてくる。たとえば、他者がすでに情報を与えよう

































     ω変数がある 」ことを主張し、社会生態学的な視点から人間行動を分析している。
 こうした考え方の中核には行動の場理論が想定されており、レヴィン（Lewin．K）が示す
ところによれば、「人は物理空間の中を動くが、その行動に影響を及ぼすのは、その人にと
  ・・…  ．．．・．・・    賜って心理的かかわりをもつ環境である」 とされる。つまり、そこでは、環境の基本単位と
して行動の場が想定されること、そしてそこにおける人間の行動は、社会集団の構成員とし
































































































囲  綾  型
有  軸  型
有  核  型





                   ㈱リーに分類している瀬尾の説を援用したい。
 ①出来事の《場所》
   集団的な行為や出来事が発生する舞台であり、その情景が安定的雰囲気をかもしだす
   場面。たとえば、人垣、小規模なほこら状空間、人と物の混在する街路や公園、西欧
   中世の不整形広場、意味の逆転が結果する非日常的行為の場など。
 ②表現の《場所》
   何らかの形而上学的な観念、たとえば世界観、宗教的観念、政治的観念、芸術的観念
   （表現様式）などのイデオロギーを象徴的に表現することを目的とする場所。古代の
   都市や居住地、聖域や祭儀の場、赤の広場、建物等の芸術作品がある場所な
   ど。
 ③規範の《場所〉
   文化人類学における構造概念にあたるもので、社会的・文化的な規範の存在で意味づ
   けされている場所。これには出来事や表現の場所における習慣的な行為が結果的に規
                   ●  ● ■   範の場所になりうる可能性が強い。いろりの回り、集団のテリトリー（結界）、用途
   地域の線引き、寺社境内地、伝統的作法にもとづいて形成された建物や建物群など。
 ④心像の《場所》
   頭の中に描かれている場所に関する心像であり、図式化されて肥えられる。イメージ
   マツブに客体化される場所。その対象になりやすい場所として個人や集団のテリトリ


























   図3．意味内容の型とその社会’1生のヘクトル























                H Sパーロフ『人間環境都市』より
図4．地理的広がりによる都市のオープンスペースのアメニティ資源の分類
一12一
                                     触という観点から都市のオープンスペースを地理的広がりに従って分類したものであり、図一
                         鯛5は空地の物理的な特性にもとづいて分類したものである。
図一4では、





     ⑧建築用地内空地
     ⑬交通用地
  空地
     ○自由空地
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    アクセスヤード
    緩衝ヤードなど
12〕建築群建ぺい地内空地
    地区内道路
    隣棟空地
    庭園地など
13〕建築予定地
    造成済空き地
    空き地など
交通用地
11〕専用道路
    自動車専用道
    自転車専用道
    歩行者専用道
12）一般道路
    歩車区分遣
    混合道など
131小路・路地
    小路
    袋小路
    抜路地など
14〕広場
    交通広場














      公園及び遊園
      墓地
      社寺境内など
  12）運動場・競技場
      運動場・競技場
      競馬・競輪場など
D 自然空地
  は〕緑地
      山林
      原野など
  12）生産緑地
     農地（牧草地を含む）
      種苗地
      試験圃場など
  13）水際
     河岸
     湖岸
     海岸
  14）水面
      河川’
     湖沼
     池





旨地理的広がり   意味内容による?nの型 場所の型 出来事の《場所》 表現の《場所》 規範あ《場所》 心像の《場所》 印象の《場所》
㈹建築用地内空地 ・玄関先・庭先E中世街区中庭 ＾凸．
相   隣
lB〕交通用地（路地） ・挨拶・密会の場など ’
lA〕建築用地内空地 ・近隣施設外部空間E団地内広場 ・会所の周辺
㈲ 交 通 用 地
・中世都市の街路・広
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lC〕自 由 空 地
・西洋古典広場リレネ
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ィーノ」Tbe For㎜a損d The Palatine（New York1928）などが基本的なものであ
ろう。現在でもみられ。るイタリアの代表的広場に関する研究としては、E。ダイドー二「シ
                          鋤ユナのカンポ広場」I l Campo di Siena（Roma 1971）、Gサモナ（他）『サンマル
コ広場』。i、、、、・、nM，r、。（・、。。v、ユ。。。｛31）ローマの広場に関するGトルセツりrロ















































                           ＠7）．宇一ドの『タウンデザイン」Town Design（Lond㎝1959）、込．リンチの「敷地計画の技
                      ㈱法』Site Plaming （Massachusθt七e ユ962）、P．D．スプライレケンのギァーバンデ
                    ＠9）サイン」Urban影sign（New York1965） などの中で、都市広場のスケールについて
                            60）視覚的に適正な規模およびその構成について論じられてい乱                           6D
 日本での同様な研究に芦原義信「外部空間の構成」（工962）があり、外部空間の重要性と
その構成的技法についての基礎的研究が示されている。同様なものとして彰国社編『都市空









                     ⑱や『人間の広場』P1躯as for People（1976） はその手法を知るうえで示唆に富む。さら
に、人々の身近に接する小さな「溜り」のような場所も必要であるとしてこれを論じたもの
にw．N。セイモアJrのrスモールアーバンスペース』Smau Urban Space（New York
1。。。）吟ある。いずれも日本における同種の広場創出への突破口を開くものであった点で
     ⑥〕）
評価される。
 一方、日本における広場空間の特殊性に着目して、そのあり方に理念的な指針を与えよう
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 とのアイ 変横広タ 密造場リ    」［   5章



















































































  岡「同 上」p，129。
  望月・大山（共編）『環境心理学』朝倉書店，1979，p．2．
  R．モース圏，望月駅r環境の人問性』朝倉書店，1979，pp．3！6－350
  同 上，P．2。
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第  I  部
場所的広場の成立およびその展開に関する基礎的考察
1章 ヨー一ロッパ古典古代の広場
            ＜方形アゴラの形成＞
2章 イタリア広場の構造と変容
3．章 日本における場所的広場
           第1革
ヨーロッパ古典古代の広場






 4－1．O1dAgora     4－2．ソロンのアゴラ





































































 アッシリアのテュルシャルルギン（Dur Sarruki n）（前721年～前706年建設）
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とで囲まれた聖域内にゆるやかな方形的秩序が展開するものであり、そのなかで中庭・前庭
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                              ωが設けられ、その背後にプリュタネイオンらしき建物が位置していた。市街地はこのアゴラ
に隣接して北側に展開するが、海をみおろす斜面地形を巧みに利用したその全体配置には計






































   ㈱あった。しかしB・C5世紀以降になるとアクロポリスてば神聖な伝統の維持から改変が行
われなくなるのに対し、アゴラのほうは市民の政治的・経済的発展を反映して絶え間なく変
                                         ω化し、古い建物は壊され、あるいは改造されてしだいに方形的秩序を獲得してゆくのである。
この傾向に多大な影響を与えたのがギリシャ植民地に実践された都市全体にわたる統合の理











































































 アテネのアゴラについてはアメリカ古典研究学校（The・Ame r1c an Sc hool of
Cl ass1cal Studi es at Athens）の発掘成果により約850年間にわたるその推
                                       15切移が明らかにされている。早下、その資料を利用してアテネのアゴラの変遷を整理する。


























































《Bl aut e》神祠、デメーテル・コレー一（Demet er－Chl oe）神祠、《Ge Kouro－
trophos》神祠、《Kyl onei on》神祠、《Bouzygi on》神祠、等の宗教建築物が集中
し、アクロポリス北側では、アポロ、ゼウス、アグラウロス（Aglauros）、アナケイオン
（Anake i on）等の神祠群があり、そのふもとに．筆頭アルコーンの執務するプリュタネ
イオン、アルコン・バシレウスの執務するブーコレイオン（Boukol e i on）、ポレマルコ
スの執務するエピリケイオン（EpU ykeion）、テスモテタイの執務するテスモテテイオン
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    Patroos）神祠、
    メトルーン（神々の母）神殿、
    オールド・ブーレウデリオン、
    プリュタニコン（Prytani kon＝市会所の事務所であったとされる）。
 南側：テセウス神殿、

















    オールド・ブーレウデリオン、
    新ブーレウデリオン（記録所として使われる）、
    トロスー（プリュタネイオンの附属施設で、市会の常設委員会場）、
    ストラテゲイオン（Stratege…on）、
    ヘファイストス神殿。
一54一
 南側：南西泉の家（Southeast Fountain House）、
    テセイオン（テセウス神殿とは異なる）、
    三角形の神祠（Tri angular Shrine）、
    食堂付ストア（王立ストアであった可能性が大である）、
    エネァクロウノス、
    貨幣鋳造所（Mi nt）。
 東側：法廷（Lawcourts）。
 中央：オーケストラ、





    アポローパトルース神殿、
    ブーレウデリオンのプロピラエア、
    《Eponymous Heroes》記念碑
 東側：ペリスタイル・スクエアー。














































                          161〕    される。この中にはアテナイの文書が納められた。この建物によりアゴラ西側の建
    物群がほぼ一線に並び、ゼウス神殿とアポローパトルース神殿とメトルーンの各列
    柱群が連続的な壁面構成を示すようになる。その間でヘファイストス神殿へのアク
    セスが演出されている。同時にこれらの建物の背後にヘレニズム期の建物（He1卜
    e ni sti c bui1ding）と《Aphrodi te Ourani a》神殿が建設されている。
 南側：以前あった食堂付ストアが取り払われ、テセイオンに連続して中央ストアや南スト
    ア、それにこの両者を東側でつなぐイースト・ビルディングがU字形配置で建てら
    れる。中央ストアは四周吹き抜けの建物であったが、アゴラを北側の主要公共広場
    と南側の商業広場とに分割することになる。
 東側：ペリスタイルスクエアを取り去り、アッタロスのストアが中央ストアに対して直角
    に建設される。この間を相変わらずパンアテナイア大通りが斜めに通過するものの、
    両ストアを方形的秩序のもとに配する意図が明確である。ストアのほぼ中央にモニ
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                                         160そこでのアゴラ空間は古えのアテネの繁栄ぶりを展示する博物館的性格が強くなるのである。
 ローマ期のアゴラはA・D267年に《Heru1i a口》により破壊・消失され、その後、
そこにあった建築資材は城壁の建設のために転用されてしまう。中世期には巨人の体育館
















 ㈹       一                                    ㈹る。アクロポリスは存在するが、しかし後にみるフォルムのような市民的中心はみられない
一60一
ぐ．◆、二㌻∴∵．・・…
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図24．アテネのアゴラ（＾、D2世紀）
61．□一マ期のストア 63．北東ストア
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トルの正方形の保塁があり、南北にカルト（Via Pr1nci pal is）、東西にデクマーヌス
                                          ㈱（Via Praetoris）が設けられ、デクマーヌスの軸上にフラニ〔トリュウム（Praetorium）
                     ㈱とフォルムとクェストルム（Quaestorum）が配されていた。カルトは1O Oフィート
巾、デクマーヌスは50フィート巾であり、カルトの位置は保塁内の東側1／3のところを
         口動走っていたとされる（図27）。またイジーノ（Igino）は帝政時代のカストウルムを伝
えているが、それも同様に長方形の保塁を有し、方位と合致したカルトとデクマーヌスが存
在し、デクマーヌスの軸上にフォルム、プラエトリュウム、クェストルムの三者を配したパ
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            ㈱体を意味していたのであり」、それはアゴラが特定の使用機能が優先する分節空間へと転化
したことを物語るものである。




















ω Mario Morini，λ〃mサe〃∫サ。〃。 ae〃’σ〃m4出。α，Hoeph，Mi1ano，p．14。
肛皿  ∫あ56、，P．15o
⑫ 鈴木八司r王と神のナイル』新潮社，p．264－9。およびズッカーr前掲書』p．34－5。
肛割 Morini， o力， c〃．，p．16
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図13．夕一ラント市街区
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A．D476
自然発生都市
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          1．サンマルコ教会          2．3．噴水          4．フェルディナンドI世像          5．捨子養育院
旭一 @づ1手1㌦耳目    ・・舳・一イ・一リア・搬
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  P．Favo1o，oヵ．c〃、，pp．99．P．ズッカー『前掲書』p－148，p．160．
  Touring C1ub Ita1iano，ed一，oφ．c〃．，pp．97－99。
鰯 P．ズッカー『前掲書』pp．158－159。





































闘  Touring Cユub Itaユiano， ed．， o力．c〃．p．工64一ユ690











































               15〕r自由空間」一とよぶべきだとする。そしてその自由空間のタイプには防禦的自由空間、祭祀
的自由空間、商業的自由空間、社交的自由空間の4つが考えられるとし、とくに近世の都市
においては共同体的性格をもたない商業的自由空間と社交的自由空間の拡大・発展が顕著
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                                 かるのいちために市が形成されるが、文献上にみられる当時の代表的な市には、大和の軽市（応神


















                      （4尋 神社の起源には次のようなことが推定されている。日本書紀神代紀天孫降臨の段に、
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  同 上，
  西垣晴次r鎮守の森の変遷と保存」，グリーンエイジV0189．1981。
  同 上，























































  同 上，p．87。
















    ＜トスカナ州ビティリアーノの事例研究＞
5章 北部イタリア平地集落の住居と広場
    ＜ヴェネト州ファンツォー口の事例研究＞
6章 移住による住環境の変容実態
   ＜ヴェネトからリオ・グランデ・ド・スルヘ＞
7章 伊系移民都市における教会前広場の


















































                           12〕れるイターリア中世都市国家の初期の姿であった、とされている。そこでの農業地区は「コ
ンタード」とよばれ、土地の多くは都市内居住者が所有する農地であり、極論すれば、農民











                                      151てしまい、それだけに、農業従事者が町の中心部に住む率があいかわらず高いのである。
 そうした丘陵地山間部に居住する人口は、195五年で全人口の41．65形、197王年で38．57
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      ㈹した姿といわれ、都市の遠景ではスカイラインのうちにそれが読みとれるし、都市内部では広
場空間がその印象をつくり出す装置であったと考えられる。
一ユ51山










































   図14．サンフランチェスコ広場（アッシジ〕
       工．修道院
       2．サンフランチェスコ教会
       3．スーぺ■」才一レ広場
       4．インワェリオーレ広場
       5．サンフランチェスコ通り
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                   ω逃げ込み、そこで多くの集落核を形成した。ユO世紀を過ぎる頃から、それらのうちから都市
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 そうした住居の積層   各住居が道路から独立した入口を用意している性格から共同住
































































































19〕F．D－Giorgio Martini，Tm〃αサ。〃 ル。舳e〃吻7αα砂〃e e Mづ〃〃e，Firenze，Bib－
 1ioteca Naziona1e．所収， （ユ500年頃の著作）Per1a prima vo1ta pubb1icato per cura
 deユ。ava1iere Cesare SaIuzzo．Torino（1841）o
ωω 細谷信夫「イタリアの山上都市について」京都大学工学研究科，修士論文！976，pp．12－15。
  そこでは1市つの山腹斜面型をさらに急斜面型と緩斜面型に分けているがここでは合計して示した。
⑫ U，Bonapace＆G．Mo｛ta，ed．，λ舳mオe Geog7ψco Meサ。〃。o，I．G．D，A．，Novara1970，
 P．6。





蝸 G．F，Pietra，‘G1i Insediamenti e G1i Assetti Territoria1i Medioeva1i in Toscana，’in



































               ωの20がこの平野部に集中している。
 第；次大戦後、これらの地域は先駆的な工業化の波に襲われ、トリノ、ミラノ、ジェノヴ












をとりあげた（Comune di Vede1ago，Provinoia di Treviso，Regione di Veneto）。ヴェネ
ト州は20世紀の初頭前後、多くの移民を輩出し、ブラジル南部地域に、多数の開拓移民が渡
















                            （5〕ユ節 ヴェネト州における農村地域の形成
 1－1．都市核の発生
                                  エステ  モンテベ ヴェネト州にはB．C．2～工世紀頃に既に集落核が存在していたとされ、Este，Montebe






      丁ドリア  アテステ  フエルトレ  ガルダ   バルドリーノ  アソロ
民地を設けたAdria，Ateste，Fe1tre，Garda，Bardoユino，Aso1o（いずれもその起源は不明）等


















                        丁グロ   パタヴイーノ   パドヴ丁    パタテイウム ブレンタ川とピァーヴェ川の間の平野部でみると、Agro－Patavino（Padova，Pata七ium）










































                      コムーネ しかし12世紀頃から封建制度の危機のなかから自由都市の成長がみられ、政治的，経済的
条件が変化する。12世紀からユ4世紀にかけては人口が増加し、その結果、再び都市が活気づ
      18〕く時代である。そしてコムーネ都市のシニョーリァのヘゲモニーのもとで再び農村地域の再
開発がおこなわれる。道路建設，水路掘削，干拓，土地利用の効率化が図られ、そのための
                                      チ拠点集落や軍事目的の小都市が各地に建設されてくる。カステルフランコ・ヴェネト，Cト
 ッタデイラ  モンクニヤーナ   ヴイツラフランカ
ttade■a，Montagnana，Vi11afranca，などは軍事的な目的で創設された中世都市であるし、
地名からみて干拓や森林の伐採、あるいはr新設」を意味するエチモロジーを推測させる町
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        ェモ邸    ピア・プソ71デル・プレンク   コンタリー二都      サンタマりア・デ4・サーラ
   オー口のViua Emo，Pi6脇adeユBren毛aのVi11aConね㎡ni，S．Maria di Sa1aのV■1a
   フ丁ル七リテ邸
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CAS㎜脳CO   ㎜       ・C唖酬㎜O．棚蜘D0一一／一
































                                         虹刊この両街道の軸線の方向にあわせた敷地割りのチェンツゥリアツィオーネがなされていた。
ファンツォー口集落の周辺の農地ではこの地方独特のチェンッゥリアツィオーネの変種であ
                            ㈹る帯状分割の《Scamnatio（strigatio）》が明確に認められる（図7）。
 中世コムーネ期の当地はトレヴィーゾ領に属し、この時期に水利事業と土地の再編が進ん
                                    蝸だとされ、現在のような南北に細長いゴシックスタイルの敷地割りが実現した。
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カステルフランコ・ヴェネトの市街区1B．Do≡oe刊a．文献より）     ヵステルフランコ・ヴェネトの北部にみる耕地害■」り
                             （M．Morml．文献より〕             図7．カステルフランコ・ヴェネト
一186一
な農業生産の拠点が発展した。それは利水事業ととうもろこし栽培の開始に代表され、それ
                   僅旧1により、生産性は飛躍的に伸びたとされる。この時代に集落の東側の構成が実現している。
 ユ9世期末頃には農業危機があり、それに伴う移民により人口が激減し、それ以後、ユ960





 集落のなかを東西にVia Unione，Piazza Independenza．Via St砒ioneが通り、これら
に沿って建物が建ち並んでいる。この東西軸にPiazza Independenzaのところで北からVia Spada
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    図9．平均間口係数
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VIA  醐ONTE  GRAPPA
図10．平均細長比係数
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 Oitrata，”左前を“regiO SiniStrata Citrata，”と呼び，右後を“regiO deXtrata u1trata，’’左後を
 ‘．regio SiniStrata u1trata”と称しれここに東が基準になっていることが指摘され糺Cf．






l11〕Emi1io Sereni，∫ま。〃α de∫Pm8αg功。㎏70れ。 〃。〃伽。，Laterza，Bari1961，p．230。
位2 barca（家事，家庭生活の意）から由来した言葉であろうか。
l13〕Fl Mancuso＆A．Mioni，o力．c〃．p．17。
ω 職3〃〃一〃。力ωオe力e7ωm Recψem伽〃’肋〃44αRm〃e，Bibhoteca ComunaIe
 di Vede1ago，1978，p－18。
（15〕位田 肋nm40 Comme．di Vede1ago，1980，p．3㎝。
（珊 F．Mancuso＆A．Mioni，o力、〃．，pp．16－17。
岨翻M．Morini，助．c〃、，p－69．
  Bruno Do1cetta，’I Centri Storici de11’A1to Padovano dena Marca e de1Veneto Ori－







































          12〕で「Von Hevo1t法」が成立するやドイツ人の移民が激減したのである。ブラジル政府
はドイツ系移住者の減少の穴埋めをするため、イタリア中部・南都の農業従事者を入植さ






















































                     （匂人のイタリア人が在住していたとする資料もある 。そうした統計上の違いはあっても、
イタリア人のブラージル内での居住地がサンパウロ州とR．G S．州に集中してみられたこと
は共通して指摘できることである。
 再度イタリア側資料であるが、1875年から19ユ4年までの40年間にR G S．州への
イタリア人移住者は7．6万人を数えたとあり同期間中のR．G S．州への全移住者16．2万人
        （週）の47％であった 。これらの移住者はサンパウロ州への農場労働者移住とは異なり、定
着率の高い開拓移民であったと考えられる。それに多産系民族であったため、移住後の人
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／サンヴァレンティーノ礼拝堂         1906年設立
◎
一々ぺ彰ぺ三よ
             へ！ 虹新幕：二
仮設の薙木で行列
の道を示すもの
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 速に対する特権・援助の廃止を決めた法衛。f．Pao1o Ange1eri，‘A Imigra舜。 Ita1iana no







   Da1I Ita1ia noi siamo partiti
   sian－Partiti coI nostro onore
   trenta sei giorni di macchina
   evapore in America
   siamo arriv圭一Merica，Merica，Merica
   cosa sara，1a sta－Merica，Merica，
   Merica，Merica，Un be1masso1ino di fior．（「DA L’ITALIA NOI SIAMO PARTITI」
   より）。
   cf．注㈹助．〃．
16〕Moξ〃σ一Co刎泌ゴ〃 γem〃 〃 励α∫’∫e一”o Gmm＝e 60 8〃，Museo per La Docu－
 mentazione de11a Cu1tura Popo1are ne1Fe1trino，Quademo No．1．1978，P．3．
17〕Stuartαerk Rothweu，τ加 0〃 〃。〃m Co∫o〃〃 Zom o／〃。 Gmm＝e ∂o ∫〃，
 37倣〃，Facu1dade de Fi1osofia，UFRGS，1959，p．37．
18〕Giorgio Mortara，〃m加肋れ sm〃σ∫m〃g〃24om 〃〃。㎜ 伽3γ03〃e，Editrice
 L’Industria，Mi1an01950，p．6．
19〕Centro Studi Emigrazione，‘Note Statistiche sui F1ussi Migratori Ita1iani’，Com肪伽サ。
 α〃α∫’o〆αゴe〃αP7emm瑚 〃σ〃mo 〃βrα∫〃召，I－I．L．A．Roma1975，pp，152－155。
岨⑮ Giorgio Mortara，oヵ．〃、，pp．6－11。
皿1〕 タ凸46．，P．100
02 Tha1es de Azevedo，〃。〃mo∫ e Gαm伽∫，Ins砒uto Estadua1do Livro，Porto A1egre
 1975，pp，97－99o
㈱ 注㈲，ψ．c〃．，p－2．Centro Studi Emigrazione，o力．c〃．，pp．151－152。
触 筆者が現地調査でヒアリングした牧師の親族では，1組の移住家族から亘世紀の間に約3，OOO人の
 子孫になったという事例もみられる。開拓地での子供数は1家族あたり10人以上が一般的であった。
l15〕V．M．Frosi＆C．Mioranza，∫m4g〃戸。〃。∫づ。mα no Mo〃e3サe6o”o G7m幽 ゴ。
 ∫〃，Univ．de Caxias do Su11975，pp－15－27o













05〕 〃〃．，p．47．cf．O1ivio Manfroi，Lo Co6o加mれ。m 〃α〃em〃e om R4o Gmm｛e do ∫〃










㈹ S．Luigi，‘A1fredo ChavesI，五α Coo力em劫。me 6eg〃 〃α〃mゴ 〃 P70駆e∬o C〃〃e必
 亙。On0期4c0 幽’ 刑0 Gmm加 6eよ ∫m｛ユ875－1925，Opera Pubb1icata in Occasione de11e
 feste commemorative de11．Cinquantenario de11a Co1onizzazione ItaIiana ne11o Stato．
 PP．96－97．
闘barra声。 dos imigrantesと称される。
㈱  Rdvi1io Costa，∫物4身mξεo 〃。〃。nα no R｛o Gmmオe 此 ∫〃一γ〃α，Co∫〃me3 e










幽  Rovig1io Costa，o力．c〃，，pp－40－41o
㈱ ヴェネト方言で＜e1fogher〉と称される。f㏄o1areを指し乾燥すると粘着性の増すbarroの土
 で固めた直方体の火床。




幽  Rovi1io Co昌ta，Juho Posennatto，月切70切5o功α γ4醐〃 6α ∫mタgmψo 〃。〃mm．Es－





信2〕 Rovi1io Costa，Ju1io Posennatto，oヵ．c〃．，pp．174－1830
協  Luigi Candida，乙α CαM Rm〃e m”α P4αnmα e Co〃初α γemまα，Leo S．O1schi，
 Firenze 1959，pp．197－！98o
｛弛  4あ4a．，pp．ユ73－1970





醐 Comune di Vede1agoに属する集落の農村住居で，平野部の集落中心に立地するものである。村
 からもブラジル移民がでており，その集落の住居のうち比較的昔の住居を維持しているものにっいて
 調査した。
㈱  Luigi Candida，oカ．c〃．，P．1980














          第7章
伊系移民都市における教会前広場の成立と展開
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ユ 10 13 130％
2 10 19 190％
3 5 15 300％
4 工O 27 270％
5 6 12 200％
6 5 12 240形
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         ＜名古屋市4区の事例研究＞
且0章 都市内神社境内地の管理運営
         ＜名古屋市4区の事例研究＞
ユエ草 日系移民都市における場所的広場の
   成立と展開＜ブラジル日系移住地事例研究＞
第8章
都市内神社境内地の実態











































































                            18〕 滋賀県内には現在確認されるだけで王，362社の神社がある（図1）。そのうちの780社について
旧社格をみると9割ちかくが村社であり、境内地規模別でみると2，500平方メートルから
1haまでのものが半数以上である（表2，表3）。またそのうちで自然林で構成された境


























規 模 社数 ％
5ha以上 1エ ユ．4
3～5ha11 工．4
1～3 〃 150 ユ9．2




















































⑭ 立木神社 草津4－1－3 8，877 ○ 郷社
29 鞭崎神社 矢橋 7，154 郷社 表門重文
13 小汐井神社 大路2－2－23 3，864 ○ 村社
10 砂原天神社 木川町 3，402 ○ （新設）
39老杉神社 下笠町エ196 3，372 ○ 村社 本殿・重文31 子守神社 御倉町567 2，993 ○ 村社 石どうろう重文
19 若宮大明神 岡本町 2，944 無格
20 新宮神社 野路1674 2，531 ○ 村社
⑳ 三大神社 志那中町309 2，564 ○ 村社
｛3〕 025ha～0．15ha
17 八幡神社 追分418 2，399O ．無格
25 治日ヨ神社 南笠925 2，336 ○ 村社
36 山田八幡宮 北山田町王0一 2，284 ○ 村社 円墳・五条遺跡
21 若宮八幡神社 西矢倉1ユ00 2，175 ○ 無格 さんやれ祭り
37 若宮神社 北山田町787 2，ユ38 ○ 村社
26 竜宮神社 新浜町50 2，075 ○ 村社
33渡海神社 山田町3 2，022O 村社
6 天 神 社 川原町201 工，858 ○ 村社
42惣杜神社 志那中238 王，746 ○ 村社
⑬ 十二将神社 山寺町 1，630 ○ 無格
（4） 015ha～O1h且
3 天神 神社 上寺町239 工，49ユ O 村社
32 大宮若松神社 南山田町776 ユ，475 O 村社
35 天  神  社 木川町542 1，416 ○ 村社
49 春 日 神 社 長東町 玉，333 無格 露離名神社の飛地
⑪ 伊砂砂神社 渋川2－2－1 1，254 ○ 村社 本殿・重文
9 ’熊野神社 平井町ユ80 ユ，247 ○ 村社
一25五一
雛 神社名 所在地 境内面積的鮒 旧社格 備   者4 安羅神社 穴村町 1，234 無格 霧離名神社の飛地
30鞭崎神社 橋田 1，188 無格
43志那神社 志那申町727 1，066 ○ 村社
40大萱神社 大萱町500 1，058 ○ 村社
7 天 満 宮 上笠町188 1，023 ○ 村社 上笠講おどり
54八幡神社 馬場町 1，013 無格
15〕 1，000㎡～500㎡
23 猿田彦神社 野路411 960 O 無格
55 野上神 社 追分町 891 無格
⑳ 稲 荷 神 杜 野路1247 878 ○ 無格
46 若 宮 神 社 芦浦町 739 無格 露離名神社の飛地
1 天  満  宮 下物 6エ7 無格 ヒ 、の    ・一u の飛地＝見内社
56 野 神 神 社 矢橋 600 無格 鞭崎神社旅所
27 稲 荷 神 社 矢橋 548 無格
34 山田正八幡宮 南山田 924 無格
38市場八幡神社 下笠町北出 594 無格
｛6） 500m’～100m2
5 正三 神 社 集町439 492 O 村社 正三位神社
16 稲 荷 神 社 矢倉2イー36 366 ○ 無格
12 明 治 神 社 木川 約330 無格
⑳ 天  満  宮 矢倉（大塚） 277 無格
28 新 明 神 社 矢橋 275 無格 鞭崎神社旅所
52 八 幡 神 社 駒井沢町 264 無格
45天満 神社 下寺町 234 無格 おこよい．、d岐志呂の飛地境内
8 安 羅 神 社 野村町609 224 ○ 村社
．48 大将軍神社 芦浦町 215 無格 露志呂神社の飛地
｛7，  100m2～
⑮ 武窺槌神社 矢倉1→一30 99 ○ 無格
44天満神社 下寺町（津田江） 92 無格 霧離名神社の飛地
51 日 吉神社 新堂町 50 無格
47荒竜神社 芦浦 79 無格







神 社名 所在 地 境内地面積 法入洛 旧社格 備      考
都久夫須麻神社 野路町（野路） 無格 新宮神社へ合同
八幡神 社 野路町（野路） 無格 同  上
大将軍神社 駒井沢町 無格 八幡神社へ合同
二 宮 神 社 片岡町 無格 印岐志呂神社の境内社
奥御前神社 片岡町 無格 同  上
期 大 神 社 片岡町 無格 二客神社に合同
大  神  社 南笠町 無格 治田神社に合同
厳 島 神 社 山寺町 無格 十二将軍神社の合同
大 市 神 社






八 幡 神 社 山寺町 330 無格
王子 神 社 矢倉 634 無格
小未神社 下笠町 373 無格
大将軍神社 下笠町 205 無格
地守 神 社 西草津
表5 草津市における規模別、立地別神社数
規模ω 立地 農村平地 市街地 丘陵地 合 計
㌧1 1 ■ ユ 2
1～0．25 5 2 2 9
0．25～0．05 26 1 4 31
0．05～ 12 1 1 14






























    い き し ろ3－1 印岐志呂神社（図3）
  草津市北部の田園地帯に位置し、延喜式記載の式内社である。敏達天皇13年（6世
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  同 上
  『鎮守の森の保存修景のための基礎調査』滋賀県企画部，1982p．王8。
  上原敬二、『神社境内の設計j嵩山書房1919pp．工1－12。
  同 上，PP．16－17．
  r鎮守の森の保存修景のための基礎調査』p．18。
  同 上，p，31。
  同 上，pp．28－30。
































































中村区 中  区 千種区 名東区 tOta1
神  社  数 50（100） 24（100） 11（100）7（工00） 92（工00）
面積変化事例 20（40） ユ6（67） 3（27） 3（43） 42（46）
境内地 S．28（ha）5．69（100）692（100）6ユ5（100） 434（｝00）23．10（ユ00）
総面積． S．56（ha）555（97）607（88） 562（91） 398（92）2122（92）
平均境内 S．28（m塾）ユ，138 2，884 5，592 6200 2，5ユ0
地面積 S．56（凶1，109 2，528 5，106 5β90 2，307
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A B C D tOta1
神 杜 数 ユ4（100） 23（100）31（100） 24（100）92（100）
面積変化事例 7（50） 11（4810（32） 14（58） 42（46）
境内地 S．28（ha） 5．12（100）6．9工（10①5．97（100） 5．10（100）23．10G00）
総面積 S．56（ha）4．72（92）6．54（95．24（88）472（93）2ユ．22（92）
平均境内 S．28（㎡）3，657 3P04 1，926 2，125 2，510
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背面型 背面型 前面型 U型 （繍） U型 tOtal
（粗） （密） （粗） （粗） （密）
．a 王（2．9） 2（57）11（31．4）．9（257） 9（257）3（8£） 35（100）’
b ‘ 工（2．7） 8（21£） 13（35，1）10（270）5（13．5） 37（100）
C 一 ・ 4一（200） 3（150）6（30り） 7（35．0） 20（100）
tOtal1（1．1） 3（3．3） 23（25－0）25（272） 25（272）15（16．3）92（100）
（）内数字は％
表4．緑被パターン（周辺土地利用タイプ別）
背面型 背面型 前面型 U型 U型 U型（嘉醗） tOtal
（粗） （密） （粗） （粗） （密）
A 一 ． 1（7．1） 2（143） 4（28－6） 7（50り） 14（100）
B 1⑭．3） 1⑭3） 3（13D） 6（26．王） 8（34．8） 4（174）23（100）
C 一 2（6－5） 7（22．6）13⑭1．9） 7（226） 2（6－5） 31（100）
















































































① ② ③ ④ ⑤ tOta1
a 6（19．4） 14（452） 5（16．1） 2（6，5） 4（12．9） 31（100）
b 一 ユ2（333） 5（13．9） 6（167） ユ3（36．1） 36（100）
C エ（4，O） 9（36．0） 6（240）一 9（36．0） 25（100）
tOtal7（75） 35（38．0） 16（17．り 8（8．7） 26（283） 92（100）
（）内数字は％
表6．変容類型（周辺土地利用タイプ別）
① ② ③ ④ ⑤ tOtal
A 1（7．1） 9（643） 一 I 4（28．6） 14（100）
B 王（4．3） 9（39．1） 1（4．3） 5（2L7） 7（30、の 23（100）
C ユ（3．2） ユ1（35－5） 6（ユ9』） 2（65） 1王（35．5） 31（100）
D 4（16．7） 6G5．O） 9（37，5） ユ（42） 4（167）24（100）
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図2 名古屋市における区別平均境内地面積
1町内      20山29町内
2～4町内    30－39町内
…～9町内    40町内以．止
10－14町内    氏子なし
15－19町内
75 世帯未溝  5．1，OOO～2，500 世帯
7卜250 世帯  6，2，500～5，OOO 世帯
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図3 氏子幼域の町数
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a b C 計
中村区 14 21 2 37
中区 3 9 7 19
千種区 2 2 4 8
名東区 O 1 6 7
計 19 33 19 71
表2周辺土地利用別、境内地規漢副神社数
a ．b C 計
A 3 2 7 12
B 4 ユ0 3 17
C 5 14 4 23
D 一7 7 5 19
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                             ㈲たなかで、その補充をするかたちで、当初は契約農民として入植した。そのうち彼らは借地農、
あるいは自営農への上昇を願い、日本人の手によって開発される分譲地に集まるようになる。
 サンパウロ州、パラナ州にはそうした日系人移住地がユ930年代に多数形成されてくる。そ









































                                       ω合が後に名称を日本人会と改め、1920年から同会の事業として小学校を開設している。ま
た、開拓移住地の典型である平野植民地では、創設者の平野運平が亡くなったときに日本人














               ㈹・                          。トルになるように設定されている。そしてこのビリグィ移住地の3地区のひとつであるバク
アス植民地（1913年）は移住地がさらに4つに分かれるが、それらの中央部に小学校が配

































































































                ○割場所になっていったと推定される。そしてごく初期にはこの収容所の前で自治組織の発会
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                          側の総会、移住地主事の就任式等はすべて中央小学校で行われ、また、移住地記念祭、陸上競
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                          ，㈱初期においては大通りで陸上競技の大会が行われたといっ。
 トレス・バラスの初期プランでは教会と病院も計画されているが、それらは大通りに面し














                        ㈱いわれる。そこに港町レジストロの特徴がみてとれる。
 ブラ妬の市街地計画が時代を経るとともにある種のモデルプランを完成させてきたのに対
     ㈱して、海興の市街地計画は全く違ったかたちをとってきた。レジストロに代表されるように
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       鰯されたのである。
 それには移住者の一部から、アサイ・（トレス・バラス改め）の経済力からして本建築の教
会堂を建て、公園的な憩いの場所にしたほうが良いとする意見が出されたからであったとい
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  H．Yamaki＆K．Narumi，Techno1．Rep．Osaka Univ，33（1983），N皿！701．
  r移民地事情・第1巻一伯国サンパウロ州視察報告』外務省通商局1922（大正三1）p．106。
  同 上，P．109。
  同上，p．52。











  同 上，PP．41－49。












































                     （3）末以後にみる惣村の鎮守の森が考えられること、それが現代の都市内でも氏子の支持により、






















































































オルギー P簸径 奉献 祈 り
ユダヤ教 1・）曲11 十 1 十 十
ギリシア・目一
}在来宗教 十 1 十 I ÷ 十
カトリック 1 ・1・一P 十 十
イスラム 1（が1（・）剛 十
プロテスタント 1冊・i 十
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                       一陣）広場を日本型広場の系列として把えることもできよっ。
 ところでヨーロッパ型広場の原型はギリシャのアゴラであるが、その発生をさらに追求し
























































        囲統型広場
       ・有軸型広場
形態的分類  ・有核型広場
       ・連鎖型広場
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        軍事広場
        宗教広場
        市民広場
機能的分類  ・市場広場
       ・芸術広場
       ・交通広場
       ・生活広場
 歴史上の広場には、形態を維持しながらその機能を変化させたものや、逆に機能を維持し
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U蝸A氏舳ZA－UN肥ST則CTEDON SHORT BL㏄K
齔S姐傾街1引＝洲一目広蝸で形聾の蛆刷がされをい場創
          l  r          l     l1
@織1州  i1    灘．l  11リ轡謙 訟一一続一！坤UR目＾N PしAZA－RESTRlCTEDOX SHORT BLOCK
UR目＾N PしAZA REbTRlCTEDO，SHORT BLOCK
｛小州則山にお”る広一塔で脂堕の斑刑圭rける上壁缶〕
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          図τ．貢い物公園（旭川）
＾テラス’／一ン 目シンポルソー一ソ
                ，、ソール⑰案内板 ・照明ハ k属人 △1花一軸物）一ペンチ
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               評。価試算相互比較
神 社 名 ／120 神 社 名 ／120
印岐恋路神社 90 十二将神社 70
三大神社 85 稲荷神社 70
伊砂砂神社一 80 天 満 富 65

































































           空間等。
 これらの場所は、その集住地と密接な関係をもち、それぞれに、なんらかの建築的アジー

























































































































評  価 参道な」中仙道であrた西側の道から直接人る。 守
規  模 応仁2年 11則3日倣礼より）
創建年代  本殿；流造、桧皮葺、間口1．67間、興行1．83問
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    （古くからの行事）
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卍。 調査期日 査  者 総、合評価
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待、臥    …輩’・ 0一亨・
       ‘ウド1
’舛、数、
静かで広さも十分である。山ろくに位置するため背面林は豊か。




















地 調査期日  調  査  者
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嬢  高 120－130 微地形丘陵谷筋       m 水 相 1  u
風  当 強 中・㊧日当陽・㊥）・ 陰 動物相
ニヒ 壌
腐 植 腐植の堆積や林床の草本類は比較的少ない。 樹林面積 約。」h。社叢は周囲の山林と連続している。
樹  林
名 称 ヒノキ植林地 その他











然 一 口 国





ユ。 評  価 植生の質的には人工林であまり評価できるものはないが、周開の山林を含めて都市地域の骨格的緑地をなしてい私 j
支 湯立て行事旧6月14日 祇園 浄瑠理山、楽音寺の古跡あり。祭  礼 旧8月12日 12将神社 遺 跡 1目正月7日の適なおし行事。
化 年中行事 5月末  弁財天 美術は、I。，1 百燈。
伝統技術 後背丘陵地に苦境が多い。
1材 川指  症 な し。 伝承⊥能文化賜 鋭話巧；一
5 価 評価できるものは少ない。
氏 名 称 代1莱考石堂工一ジ 山寺町の老人クラブが月1回清掃をする。
戸 ■   o
等 規 模 57世帯 活動内容
ω
支 細 織 i」」寺町一組織 および一緩 小槻神社の5つの氏子組織のひとつ。
納 の 世話役2人X3社＝6人が選ばれている。 活動寸土r
織 構 成 1腐十揺動〕
1o■沖 慨 社殿建築の改修に積極的である。小槻神社に力をいれている，、




利  用 維“；裏在の務幕1てτ…L■
I











社会的 散策の場としては評価できる。 将来貢測 保存しやすい神社であるが、氏子組織のほうに将来の可能性
価  腋 山寺町の鎮守である点が評価される。 がうすい。公共工事で後背地の古墳群が破壊されている。境と 内樹林を手入れすることが望まれる。
10評 価 とくに環境的価値が評価される。 鍵 一i
一379一
県附 血 調査勤日  調  査  者  総合評価逮守の森調査ヵ一ド（I） 滋草津 川・・年1則・日婁… 唐・ g01。。
1・● し昌
名 弥 印岐志呂神社 適蛛・俗称 イニシロ神社 歓連天動3年〔6世紀〕1〔鏡Ill≡されたと伝えられ、当地を開
韓 起 達した人々の祖先神の祭蜴であったとされる。
住 所 草津市片岡町245 前住所 ■般
所有者 宗教法人・印咳志呂神社 管理者
        来 歴日エ       ム
ﾇ生じ勘合は、雌盤代
箏 全休で応Iる
富 司 矢島町・林 法人格 ㊨  舗 祭 榊 大己責命、国営立命
項
枇 格 （1目）県社神社庁四役 睡富武内祉o・策舳継摂社     ＿ノ宮神社 ニノ富神社 十椰神社末社     着富神社、稲荷神社、虚空資社、安産神社
市衛化調桑区城 陸標望知半 優 2■以上法規制
閥 係 社域面積 19，555㎡















∵∵∵∴メニlIへ、・・二一一・一／・へ1へ．・．、！ 尖、   1・’．・一一I㌧・∵I・ン烹1／・“1、・一㌧デ’！＼一｝ 」一一！、、！・．。1．＼・
社 の 几  1   ’ ’  ． I・。．i位
置 一域 吐 、関 ・
係 I’
、     1’＼




草淳市内1，2を誇る数地の大規模な恋林は遠くからもよく   ．1と、 、
ﾝえ鎮守の森の存在がよくわかる。                ’  ．h．。  ｛一
@                    1  ∫           ノw・而・砥1湖・謝、鷺慧㌫居’犠瞥鮎1・ル．、＿一                     ’一、＾水路と納     、す一一！、こ．／一理’













ノl  i 、 喋レ        ’P、睾幸宇プフ．、．、∵∠、；＼∴ゾ／／／’ へ
 1■ 1 1 ．’ 一   1    ． z
本服、流造、間口．5間  奥行、5闇
1！：’ 1
規 模 l1 z創建年代 木造（桧及ぴ台湾桧〕 I ’ il一
形 式 57年繭に祉鵜所を建立 ii z I I
建築剤オ 木腕
’   ■ 1幕刀“荷■祉改築状祝  m    ・，一A≡貝r一；lll吊 一一
 111
皿   一       一 一          ■ 一 一  一





11 一 1－ P ’ 1； ！ 11i 「r｡・一 梶[1 ＝血11 上l1l1  ≡1≡ 一 一  ． 一意比須大ol蝦 川1U  ■
1 ’■調所 i！
I
i 1一 1l l l lI
1l lliい、1－1
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・1
祉高所1 ■・一二、…三・ ’1ミ ■ 1 1一’
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』  I  」  工
柏報部ユヲタケ         ⊥
  こ刎梱ユシイ肘い  ’  ヒバ
  高木層1シイ．モ手ノギ。サカキ。アラカシ   アラカシ








































































住 居 地 域  （道路を隔てて反対側が近隣商業地域〕























㎞ 調査期円  調 杳 者 総合評価





















鎮守の森調査カー ド （I） 立木神社
標  高 ～  96     m微地形 平坦地 水  相 境内の北側に隣接して小川が、また、境内に池泉がある。
愚  当 強 ㊥  弱 日  当 ⑧・中陽・陰 動物相 野鳥が比較的多い、
土  壌 本殿背後地のみが良好で あり、他1 境内地の延長として使用
腐  植 されているため不良。 樹林面積
O．55  h皿
樹  林 クス、了フカッ等の残存自然林とケヤキ、ムクノキ、モチノ
名  称 キ等大木林 その他 「自然公園・立木の森」昭凶年草間会の石碑がある。
樹
樹  林 本殿背後の樹林は残存自然林に近いタイプであるが、境内廼
林 の
りの箇林地は人為的な植栽のウエイトが大きい。
特  徴 ビ〃．｛州イ、ユ利！1“荊r旧リ。E〃，井邊，□□口 五字．ヰ点モナ．，ユ     ｛刊咄ユ ”ヨ．E巧刊卓       「
そ 本殿背後の樹林の構成
高木層05－lO帆）：クス、アラカシ、アカマツ
          宇干ヰ中1001咄? 1一
「
の 亜高木屑OO山6肌）：了ラカシ、スギ、ヤブツバキ、カ
樹  林 ナメモチ
舳！1亘u モ手’‡
他 構  成 低木層（6一三侃〕：ヤブツバヰ、サカキ、イヌツゲ、ヤツゲ、了リトウシ、チキノキ、了ラ











u    ■1I皿。＝≡「






15評  佃i 市街地内の比較的大きな樹林として規模的にも質的にも評価iできる
縫萎燃繊／1驚12ニニめに               （つきなめ〕 さんやれ寵り（5月3目の例祭）の適宜奉納（矢倉酌民）
文 祭  礼 遺  跡 境内に旧中仙道の道標を保存。
化 年中行事 美術■芸冒
云統技術
財 指  定
」  一 」
云承芸能
文化財 説話等
5 評  価 一一ﾊ的である。
氏 名  称 ＿＿一@     ぺ表者 宮仕と代表役員 5名 日常の清掃は神社職貫が專任にあた引例大祭等の祭りの時
子    ’LP日章淳町（草津1－4丁目、矢倉、東矢倉、西矢倉、東軍淳、 には醐内が当番にてあたる。4年に王国当番がまわる仕組み等 蜆  模 西草津〕氏子約4600世箒 活動内容 祭りの時に限られる活動が多い。
の 一支 細  織 35組に分かれ、それぞれから合計50名の総代が選ばれているおよび
援 そして神事係としてこのほかに3名～5名／組が選ばれてい
頼 の る。 活動性
織 構  成 劇捕動〕
lo。評 偏 氏子数は多いが、富司側がイニシアチブを強くもつ。




況 利  用 地域共 施設利用を通じたもの、祭りを通じたものが主である。
lli1体との









．平 価  仙
価
芋i1食的結婚式場、集会場をもち、境内地内で各種の催し物も多い。 将来チ；蛆1」 都市型の神社として繁栄すると思われる。
価  肺 昔より鎮守の桂であったことから広く草津．矢倉の地域と結びついている。 と


























































o F．Borsi，G．Pampa1oni，Mbm‘mmれが〃〃；0，〃〃m2e，Istituto Geografico de
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o F．Gibberd，アαm De3’8弼，The Architeotura王Press，1962．
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o M1Fazio，∫Cmオ〃3オ。れ。毒〃α〃αm古，SiIvana Editoria1e d’Arte Mi1an01976．
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oU．Bonapace＆G．Motta，ed．，λ〃m〃Gωgγψco肋サ。6ico，LG．D．A．，Novara1970．
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 V，Nα1王1．
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 Vede1ago，1978．





o Maurizio Ameri，‘I1Centro Storico di Revine－Lago’，Rmづm〃go，Comune di Revine
 La901978，PP－24－248o
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 んFσm〃4ω，・Editora Cu1tura BrasiIeira1978．
oTha1es A．Azevedo，〃α〃m03e Gmc物3，Insti辻uto Estadua｝do Livro，Porto A1egre
 1975．
oHeinrich A．W．Bunse，0ηn物サe470，U．R．G．S、，Porto A1egIre1978．
oLuigi Candida、工σCωαRm〃e m〃α〃。m’m e Co’〃棚γemオα，Leo S．O｝schi，Firen鴉
 1959．
o Franco Cenni，〃。〃伽ω伽βm3〃，Martins，S互。，Pau101975．
o Centro Studi Emigrazione，Co切れ切勿。〃α∫チ。れα6e〃α〃emmm〃α〃α伽伽励σs〃召，
 I．I．L．A．，Roma1975．
o Roviho Costa，∫m’9mψo 〃α〃伽α 刎〃0070〃e6o∫〃一γ〃。，C03〃me3 e7’m〃卯e5，
 Esco1a Superior de Teo1ogia S香。 Lourengo de Brindes，Porto A1egre1975．
oRoviHo Costa，＆Ju1io Posennatto・ノ㎞〃。力〃。クαγ43m－3 dα∫m’9mgδo ∫切〃mα，亙sc〃α
 ∫妙eれ07曲Teo1ogia S身。 Lourengo Brindes，Porto A1egre王976．
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